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伊
吹
山
は
滋
賀
県
と
岐
阜
県
の
二
県
に
ま
た
が
る
標
高
一
三
七

七
メ
ー
ト
ル
の
山
で
、
古
来
よ
り
薬
草
の
産
地
と
し
て
数
々
の
文

献
に
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
モ
グ
サ
の
産
地
と
し
て
歴
史
上
に

登
場
す
る
伊
吹
山
は
こ
の
他
に
、
栃
木
県
の
伊
吹
山
が
あ
る
。
滋

賀
県
の
伊
吹
山
は
近
江
伊
吹
山
も
し
く
は
江
州
伊
吹
山
、
栃
木
県

の
伊
吹
山
は
下
野
伊
吹
山
と
呼
ば
れ
た
。
現
在
、
栃
木
県
の
方
で

は
モ
グ
サ
の
生
産
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
滋
賀
県
伊
吹
山
麓
の

町
で
は
、
原
料
の
大
半
を
新
潟
県
・
長
野
県
と
、
韓
国
・
中
国
か

ら
の
輸
入
に
頼
り
な
が
ら
も
モ
グ
サ
の
生
産
は
続
い
て
い
る
。

モ
グ
サ
は
「
燃
え
草
」
を
略
し
た
も
の
と
言
わ
れ
、
そ
の
原
料

は
ョ
モ
ギ
で
あ
る
。
五
月
頃
に
ま
だ
成
長
し
き
る
前
の
若
い
ョ
モ

ギ
の
茎
葉
を
採
取
し
、
充
分
に
晒
し
て
、
け
ん
ど
に
よ
り
粉
砕
を

し
た
後
、
石
臼
で
の
挽
き
上
げ
と
筋
・
唐
箕
に
よ
る
選
別
を
繰
り

返
す
過
程
を
経
る
。
尚
、
使
用
さ
れ
る
ョ
モ
ギ
の
種
類
は
オ
オ
ョ

40

モ
グ
サ
の
産
地
と
し
て
の
伊
吹
山
の
歴
史

鶴
田
泰
平

モ
ギ
が
最
良
と
さ
れ
、
製
造
過
程
で
の
晒
し
の
年
数
の
長
い
程
、

ま
た
、
挽
き
上
げ
と
選
別
の
繰
り
返
し
回
数
が
多
い
程
、
不
純
物

の
少
な
い
良
質
の
モ
グ
サ
と
さ
れ
る
。

「
伊
吹
山
」
の
名
称
が
歴
史
上
の
記
録
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、

「
古
事
記
」
（
七
一
二
年
）
か
ら
で
、
次
い
で
「
日
本
書
紀
』
（
七
二
○

年
）
に
も
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
伊
服
岐
山
・
胆
吹

山
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
グ
サ
と
の
関
連
の
記
述
で
は

な
い
。
ま
た
、
記
紀
の
「
伊
吹
山
」
は
江
州
の
方
で
あ
る
。
平
安

時
代
に
入
り
、
和
歌
が
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
伊
吹

山
は
「
さ
し
も
ぐ
さ
」
「
さ
せ
も
ぐ
さ
」
の
歌
枕
と
し
て
数
多
く
登

場
す
る
。
和
歌
に
詠
ま
れ
た
伊
吹
山
は
、
下
野
伊
吹
山
を
指
す
と

す
る
説
が
多
く
、
こ
と
に
、
江
戸
時
代
の
僧
で
和
学
者
で
も
あ
っ

た
契
仲
（
一
六
四
○
～
一
七
○
二
）
に
よ
っ
て
強
く
主
張
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
鍼
灸
師
の
織
田
隆
三
氏
の
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、

モ
グ
サ
の
名
所
と
し
て
は
平
安
時
代
に
は
下
野
伊
吹
山
の
方
が
有

名
で
あ
り
、
安
土
時
代
以
降
、
江
州
伊
吹
山
が
有
名
に
な
っ
て
い

く
。
そ
の
変
遷
に
は
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
八
六
）
頃
に
織
田
信
長

（
一
五
三
四
～
一
五
八
二
）
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
宣
教
師
フ
ラ
ン
ソ
ワ

ー
・
カ
ブ
ラ
ル
の
請
願
に
よ
り
、
薬
草
園
（
現
存
せ
ず
、
正
確
な
場
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所
も
未
詳
）
を
開
い
た
こ
と
、
江
戸
時
代
に
江
州
伊
吹
山
近
辺
の

村
が
宿
駅
と
し
て
栄
え
、
物
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
と
、
近
江

商
人
達
の
積
極
的
な
宣
伝
販
売
活
動
な
ど
が
背
景
に
あ
っ
た
。

伊
吹
山
に
は
、
江
州
・
下
野
の
双
方
と
も
に
、
そ
の
山
中
も
し

く
は
近
隣
に
「
し
め
じ
が
原
」
の
名
称
を
持
つ
土
地
が
存
在
し
て

い
る
。
し
め
じ
が
原
（
「
標
茅
原
」
・
「
標
示
原
」
・
「
占
治
原
」
な
ど
と

表
記
さ
れ
る
）
も
ま
た
「
さ
し
も
ぐ
さ
」
「
さ
せ
も
ぐ
さ
」
の
歌
枕

と
し
て
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
掛
け
て
数
多
く
の
和
歌
の
中

で
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
伊
吹
山
同
様
、
モ
グ
サ
の
名
所
で
あ
っ
た
。

し
め
じ
が
原
の
名
称
の
由
来
と
し
て
「
し
め
し
地
（
み
だ
り
に
立

ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
た
、
標
示
さ
れ
た
土
地
）
」
、
「
し
め
り
地
（
清
水

の
き
出
す
る
湿
地
と
、
「
し
め
つ
の
原
（
下
野
国
の
下
都
賀
の
広
野
の

意
）
」
等
が
あ
る
。
江
州
と
下
野
の
伊
吹
山
・
し
め
じ
が
原
の
間
に

は
、
何
ら
か
の
宗
教
的
な
介
在
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て
い

こ
の
度
の
検
討
で
は
、
滋
賀
・
栃
木
の
「
伊
吹
山
」
の
モ
グ
サ

と
の
関
わ
り
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
宗
教
的

介
在
を
考
察
す
る
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
①
伊

吹
山
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
文
献
を
分
類
し
、
②
現
地
視
察
に
よ

るは意
0，ー

L一一

る
文
献
記
述
の
確
認
を
し
た
㈲

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


